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まえ が き

わが国の木材自給率は年々低下 し、昭和54年度統計によると、外材依存率は69％にも達 している。このよ

うな情勢にあって、わが国の林業は良材を大豊に保続生産する方策を早急に確立することが必要であり、林

業拭験場は試験研究の推進を通 してこの問題への接近をはかっている。

林業試験場四国支場は、当地域の林業発展と林地保全に寄与することを使命として、地域特性を踏まえた

試験研究を進めているが、一方では本支場ラインを通 した全国的視野からの共同研究にも積極的に参加 し、

研究分担の贅を果 している。

研究の基本は経常研究の推進であるが、当支場は造林・ 経常・ 保護・土 じょうの 4 研究室から成り、調査

室・庶務課の研究支援メンバーを加えても、現在30名に満たない人員で運営されているため、研究員の数と

専門分野の関係で、経常研賓の内容は比較的狭い範囲に限られている。

しか し、時代の要請により昭和55年度は経常以外に次の特掲項目も担当した。

すなわち、特別研究として「先進的林業地域における生産・販売組織の展開過程」、「山村地域における生

産・ 生活の組織化方式に関する現地検証」の 2 課題、特定研究として「サクラ主要病害の防除対策」、「マツ

枯損防止新技術開発調査」の2 課題、技術開発研究として「多変量解析手法による間伐可能藍の推定方法」

の1課題、プロジェクト研究として「広葉樹の育成技術の予備的解析」の 1 課題、計 6課題である。

ここに昭和55年度に当支揚が行った研究業務の概要をとりまとめ関係各位のど参考に供する次第であるが

研究方向や内容について忌悍のないど批判とど指導をいただければ幸いである。

おわりに、 当支場の研究業務を進めるにあたり、絶えずど協力いただいている営林局署、 林 木育種場、

県、大学の関係機関の方々、ならびに民間の方々に厚 くお礼申しあげます。

昭和 56 年 9 月

四国支場長 原 田 洗
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経営 研 究 車 の 研 究 概 要

ー1 巾

経常研究室の研究項 目は、森林賀源の把握方法や、林分の生長予測に関する課題と、林業の経営、経済に

関する課題とに大別される。

前者に属する課題は、

（ 1）人工林の施業法の解明

（ 2）天然林の施業法の解明

（ 3）外国マツの施業法の解明

（ 4）個別林分の生長要素の分析

（ 5）多変量解析手法による間伐可能最の推定方法がある。

後者に属する課題は、

（ 6）林業生産の地域分析

（ 7）先進的林業地域における生産・販売組織の展開過程

（ 創 山村地域における生産・生活の組織化方式に関する現地検証

がある。

このうち、（1ト（4）と（6）ほ経常研究課題であり、（5）は技術開発課題、m 、（8）は特別研究課題である0

研究内容としてほ、（1）－（3）は樹種別に固定標準地を設臥 その林分要素が主伐、間伐等の取扱いの相違によ

り、どのように変化するかを時系列的に調査し、その予測法を解明し、合理的施業法の究明を目的としてい

る。

（ 4）は個別林分の各林分要素の分析と、変動要因とくに林分別樹高曲線と材積曲線を決定づける定数・係数

の分析と、これらの時系列的変動の予測法を究明しようとするものである0

（ 5）は多変量解析手法により間伐木の材種別利用可能景の推定方法を究明するものである0

（ 6）は各町村の林業生産の位置づけと、比較分析のための有効指標の探究と分析方法 を究 明するものであ

る。

（ 7）は森林の経営や哲理、林業の生臥 販売における村落等の地域組紙の活動の役割と限界を見なおし、そ

れらの変容過程を明らかにして、そのうえにたって新たな、林業生産、販売の組織化方式の確立を究明する

もので ある。

（ 8）はさきの「先進的林業地域における生産販売組織の展開過程」により、先進的林業地域に確立された、

新たな林業生産、販売の組織化方式の現地検証を行うものである0

人工 林 の 施 策 法 の 解 明

本年度は、高松営林署管内浅木原スギ人工林収穫試験地と、魚染瀬営林署管内西又東又山スギ人工林収穫

試験地の調査を行 った。

1 ． 浅木原スギ就故地

この試験地は、収穫試験の施行要綱に規定された試験（試験地の取扱いは所属施業団の施業方法による）

のほかに、植栽太数、間伐方汝の遣いによる旅姿の比較試験を くみあわせて行うため、1958年に高松宮林野
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が設定した植栽密度比較造林地内に設定 したもので、今回は4 回目の定期調査を行った。設定後からの調査

結果は義一 1 のとおりである。

表仙 1 践木原スギ人工林収穫試験地

試験 昧

1 ，500本植d 間 伐 区
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生長量

〝g
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6 ．7
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1 1 ．8

1 9 ．4

各試験区のうち、加当り3，000本植栽区は小尾板掛 こあって地味が不良で、他の試験区に比べて生長がき

わめて悪いので、今後の取扱いについては検討を要する。また6，000本植栽の間伐区は標準地内の一部 に生

長の悪い個所がまとまってあるため、今回そこを削除 した。 したがって、この試験区の標準地面積は設定時

の0．156如から0．116加に減少している。また、表中の直径、樹高、村境などは削除後の標準地内にある樹木

の設定後からの測定値をまとめたものである。6，000本仲間伐区は間伐を要する状態となっている。

2 ． 西又束又山スギ拭駿地

この試験地は、1960年の設定で、試験地内は間伐区と無間伐区があり、これまでに2 回間伐が実施されて

いる。設定後からの調査結果は表山 2 のとおりであり、両試験区とも現在なお良好な生長を持続しているが

無間蛇区は相対幹距が8．7％となり、被圧木のなかには枯死するものがでてきている。

（ 佐竹和夫・ 吉田実・ 都築和夫）
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この研究項 口により、これまで魚梁瀬営林署管内の千本山、小屋敷山両試験地のスギ天然林を対象に、択

伐後の林分構造の推移、種子落下患の推移、稚樹の発生消長について解析をすすめてきた。また197 5年か ら

5 か年間にわたって千本山保護林の総合調査を行 うことになり、当研究室では種子の落下最調査と椎樹の発

生消長に関する調査を担当し、「千本山保護林スギ種子の落下豊と稚樹の発生消長」をとりまとめ、高知営林

局魚染瀬千本山保護林調査報告ノ拡4 （P ．13～32）で発表 した。 （吉田 実）

外国 マ ツ の 施 業 法 の 解 明

これまで本研究では、須川山（奈半利署）、松の川道の川谷山（須崎署）、円山（西条箸）の各試験地のスラ

ッシュマツ、テーダマツについて解析をすすめてきた。1980年には林業試験場報告第313号（P・1 ～35）で

「 四国地方におけるテーダマツとスラッシュマツの生長経過について、（1）樹高生長の分析と材積表の調整」

を報告 した。報告内容は幼齢林の樹高生長と、立木材積表の作成、被害についてとりまとめたものである0

また斐数によるテp ダマツとスラッシュマツの識別について検討を行った。これは従来からいわれている

誠別の方法 とは別に、現地で活用できるやさしい見分け方を桧討 したものである。すなわち、短枝に着生 し



【4 － 1 昭和55年度林業試験場四国支場年報

ている針糞の数はテーダマツの場合は3 斐に集中しているのに対 し、スラッシュマツは2 柴がかなり多 く3

斐と混在 しており、この 2 菓の出現率が21％以下の個体ならテーダマツとみなされる。 （吾郎 実）

個体 林 分 の 生 長 要 素 の 分 析

これまで林分の生長予測等に用いられるデータの大半は、林分閉鎖後のもので、林分閉鎖前のデータやそ

の解析報告は少なく、生長予測の李白部分であった。高知営林局が 1 時点で 2 ～19年生までのスギ、ヒノキ

とも約600点に近い史料を収集 したので、この暫定資料を用いて、地域施業計画別に各 標 準地の地位指数を

比較吟味 し、さらに林齢に対する林分要素の生長曲線を推定し比較する一方、全賀料を統合して、四国にお

ける助齢林の樹種別、林齢別の直径階別本数分配曲線と、蔽径に対する樹高曲線と材積曲線妄推定 し、幼齢

林分構造と各生長要素の実態を明らかにしたもので、今後 とりまとめにかかる予定である。 （宮本知子）

多変長解析手法 による間伐可能真の推定方法

本年度は、 国有林で実施 した102点の間伐資料をもとに、 間伐木の立木価格の算定に関係のある田子（林

齢、間伐木の大きさ、間伐貴、搬出距離、方法など）の市場ブロック間の比較や立木価格への寄与率につい

て分析 した。そして、その結果と前年度までの結果をふまえて、数景化 Ⅰ類により間伐木の立木価格予測の

ためのスコアー表を作成 した。

スコア一義の内容はつぎのとおりである。

外的去∈準（Y ）：戎当りの立木販売価格。

項目（Ⅹ）：販売価格の算定に寄与率の高いつぎの7 つの因子を採用した。

林齢、耐墳、樹種の混合歩合、間伐木の平均胸高直径、間伐木の小径木占有度（胸高直径12cm以下のもの

の材積割合）歩止り、集材方法。

計算結果のうち、項 目どとの要因群スコア、レンジ、分散比を示す と衷－ 3 のとおりである。 この課題は

本年度で終丁するが、これまでの結果をもとに、予測精度をさらに高めるための手法や、間伐林分の採算、

不採罫林の判定基準の作成について今後も検討をつづけていく。 （佐竹和夫、都築和夫、吉田 実）

義一－3 数量化 Ⅰ類による結果
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林業 生 産 の 地 域 分 析

0 ．2 10 37

本研究については、これまで徳島県下の 3 地域を中心に分析をすすめてきた。

すなわち、木頭地域、徳島県中部地域、三好地域の各地域に包含される町村を対象に地域間の比較分析を

おこなうための安田の吟味と解析手法の検討をすすめてきた。

同時に、19紬年には林業構造改善事業のコンサルタントとして、穴吹町の「国産材加工施設及び林業総合

センターの設髭」についてコンサルを実施 し取 りまとめるとともに、国土庁の補助事業として、全国農業構

造改音協会の依頼による山村振興特別調査を高知県幡多郡三原村についておこない、「暖地山村における農林

業の振興」についてとりまとめ、地域分析関連資料もあわせて収集した。 （都築和夫、宮本知子）

先進的林業地域における生産・ 販売租税の展開過程

これまで本研究においては、愛媛県上浮穴郡の久万 5 か町村を包含する久万林業地域を対象にすすめてき

た。
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すなわち、地域の急激な人口流出にともなう過疎化は、地域の賓源哲理や社会生活を維持することを困難

にし、同時に林業生産の担い手不足や生産意欲の減退を新著にした。

したがって、林業生産を維持増進さすためには、個別経営の枠を越えた地域的、組織的対応が強く要請さ

れ、とくに土地の合理的利用、地域林業の担い手集団の確保などをめぐって、村落など地域社会の新たな役

割を明らかにすることが必要となってきたので、この研究では森林の経営管理や、林業の生産販売における

村落など地域組織の活動の役割と限界を見なおし、それらの変容過程を明らかにし、そのうえにたって、新

たな林業生産販売の組織化方式の確立を図ろうとするものである。

そして これまで

（ 1） 山村、山地集落を対象とした過疎化段階区分

（ 2） 過疎集落におけるあと地森林管理の実態と諸対策

（ 3） 先進的林業地域の町村を対象とした林業地域の成熟度区分

（ 4）先進的林業地域の集落を対象とし．た総合評価と特性区分

について行った。

（ 1）の過疎化段階区分の手法についてほ既報のため省略するが、愛媛県全域の山地村 と山村の農業集落につ

いて過疎化段階区分を実施 した。その結果、久万林業地域内の各町村の集落に占める総合的過疎化段階区分

で過疎激甚集落であるⅣとⅣについで過疎化の進んだ問題集落であるⅢの占める割合は66～93％を占め、愛

媛県の平均43％に比べ、いかに過疎化のはげしい地域であるかが判明した。

なかでも過疎化段階区分と農家 1戸当りの経営耕地面積の関係をみると、総体的に久万林業地域では 1戸

当りの経常規模の大きい集落はど過疎化のほげしいことが判明 した。

（ 2）は（1）との関連において、地域としての森林管理、林業生産、販売の組織化の在り方を明らかにするもの
′l

で、まず町村外へ転出した381人に対し、転出時、転出後の町村内に所有している資産の 哲理状況について

アンケー ト調査をし、＿138人の回答を得た。

質問内容は

①移転者の移転前後の職業と移転理由、移転先との関係

㊥移転時に所有していた吏産関係

⑨移転時に貸付、売却 した対象者別内訳

④移転時に貸付、売却、またはそのまま所有 している賀産内容

⑨現在の資産の管理状況

のとおりで、詳細は省略するが、移転後は農林業からサラリーマンに転職しているケースが最 も多 く、移転

時には経常耕地の過半数が貸付または売却されているが、山林、住居、納屋の多 くはそのまま所有されてい

た。

しかし、現和 ま移転時に所有されていた家屋、納執 ま貸付または売却され、売却先の大半は地元の人であ

るo Eり、畑、樹園地についても大半は地元の人に売却あるいは貸付けられているが、現在も所有している小

数の所有者ほ松山市付近に転出した人達が多 く、自分で暇をみて管理経営 している。一方、移転後も所有し

ている山林は、遠隔地に所有する所有者は地元森林組合に経営を委託したり、近 くに移転 した所有者は暇を

みて帰村 し管理 している。

（ 3）は先進的林業地域を対象に、森林資源、森林経営、林業労働、木材流通、加工などの諸要因を指槙化し

て衷示 し、その地域の成熟度による区分をおこない、それに応 じた組織化の方向、条件を明らかにしようと

するもので、久万林業地域の成熟度の結果は、久万町は県平均より高 く、小田町は県平均に等しく、美川村
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柳谷村は県平均より低 く、面河村ほ県平均より著しく低 く、久万林業地においては、美川村、柳谷村、面河

村の成熟度の低さに比べ、小田町、とくに久万町の高いのが注目される。

（ 4）については、地域の全集落を対象として、林業経営基盤、林業労働力、林産物市場性の3 大要困につい

て、それを表示すると考えられる指標を検討し、各集落の総合評価と特性区分を行った。前者の総合評価で

は、当該地域での林業生産の組織化を図ってゆ く際の拠点的な集落を抽出することであったが、久万林業地

域にあっては林産物市場性に関する評点が低 く、平均 して レベル以上にあると考えられる総合評価Ⅲの集落

（ ＝林業拠点集落）はなかった。

また、特性区分に関しては林産物市場性に関する評点が低いのが特致で、この地域への林産物の流通、加

コニ機能をどのように強化するかが問題であることを示している。

以上のような研究経過を経て、日下、最後のまとめとして、生産販売の組織化の在り方についてとりまと

め中である。 （都築和夫）

山村地域における生産、生活の組轍化方式に関す る現地検証

これほ「先進的林業地域における生産・販売組織の展開過程」により、先進的林業地域に確立された新た

な林業生産、販売化方式の現地検証をおこなうもので、1980年度は、現地検証をおこなうための対象地域を

選定するため、久万林業地域内の各集落を踏査 して、さきに調査した過疎段階区分や、林業成熟度区分の結

果や、集落 どとの林業経常の実態、あと地森林の管理状況を見聞して、検証課題の仮設設定の準備をした。

（ 都築和夫）
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造林 研 究 室 の 研 究 概 要

造林研究窮の経常研究課題は、育種、更新および保育に大きく分けられる。それぞれについての概要は次

のとお りであ る。

育種に関する研究課題として「林木の細胞遺伝」がある。この研究は、交雑育種ならびに倍数性育種の基

礎として、育種素材の細胞遺伝的な特性を解明するため、針葉樹ではヒノキ属、広葉樹ではハンノキ属を材

料に検討がすすめられている。

更新に関するものとしては「林床植生の群落構造」がある。この研究課題では、更新上問題点の多い暖帯
ヽ

低山地帯の主要林床植生であるウラジロならびにコシダについて、生態的な特性を明らかにするため、現存

長の季節変化、光環境・立地環境と現存豊ならびに生産量、刈り取 り季節別の再生豊等について調査を行っ

ている。

保育に関する研究課題としては「間伐方法比較試験」「枝打ちと生産構造」および「複層林の保育」があ

げられる。「間伐方法比較試験」については将来列状間伐試験を行うためさ〔設定したヒノキの列状植栽試験

地の植栽後10年臼の調査を実施 した。「枝打ちと生産構造」についてはスギ壮齢木の枝打ち後の巻き込みや

異常変色の発生について昨年度に引き続き閑査を行し．、、また、窪川・大正営林署管内の枝打ち試験地の調査

を実施すると共に須崎営林署管内にヒノキの枝打ち試験地を設定 した。「複層林の保育」は54年度まで P L

研究で実施 した「人工林の非皆伐施業」に関する研究を引き継いだもので、非皆伐施業の初期段階でもある

林内更新によって造成された複層林の保育方法に検討を加え、維持管理技術を明らかにしようとするもので

ある。

以上のほか、P L 研究として「広葉樹林の育成技術の予備的解析」を本場ならびに各支場と共同で実施 し

凹国地方のケヤキ人工林の実態把捉を中心に検討を加えている。

林木 の 細 胞 遺 伝

ヒノキ×サワラおよび口付ソンヒノキ×ヒノキF lの減数分裂における染色体の行動 と、 花粉 の稔性を諏

衣した。

両者とも節一分裂後期に核板に遅滞する一価染色体のはかに、二価染色体が分離後、遅滞染色体となる場

合が観察された。これら遅滞染色体の多 くは、その後従裂して両極へ配分され主核に合流するが、d 方の極

へのみ移行するものもあった。 したがって、両極への配分は11 ：11の他に10 ：12あるいほ 9 ：13等が認めら

れた。

第二分裂では、多 くの細胞ほ四分子を形成するが、 5 ～ 6分子に分割される細胞が約 4 ％見受けられた。

花粉は、親植物より変異の幅が広 く、不稔花粉を25～30％含んでいた。この不稔花粉は第一分裂における

染色体の不平等配分により、正常の染色体数をもたない花粉であろうと考えられた。（中平幸助、宮本倫仁）

林床 植 生 の 群 落 構 造

西南日本に多 く分布しているウラジロ、コシダ群落について、その生態を中心に検討している。今回は、

コシダ群落について検討 した。

コシダ群落は、造林木の植栽や生育に著しい障害 となっている。このため、コシダ群落の生長を抑制する
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か、あるいは枯殺が必要 となる。これまでは、石灰窒素や除草剤を用いて枯殺することが注目され検討され

たが、前者でほ終車が高 くつ くこと、後者は環境保護の面か ら問題があり、これといった対策は確立されて

いない現状である。

ここでは、コシダ純群落を時期別に刈払いし、その後の再生産を調査 した。調査は、須崎市浦の内半島の

中央部にある西向き斜面で行った。刈払いは、義仲4 に示すように1978年 4 月10日から同年 9月 7 日までの

5 回である。刈払い面積は、それぞれ 5 × 5 仇であり、下刈 り鎌で根元近 くを刈り、巻き落 した。そして、

刈払いしない群落の地下茎と刈払い区の地下茎の連絡を断つため、スコップを深さ15仰程度に差 し込み地下

茎を切断 した。それぞれの刈払い区の中に 1 ×1 m の固定調査区を 2 か所設定した。

表｝ 4 刈払い時期とその後の再生
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刈払い翌年の1979年 3 月と2 年後の1980年 5 月に非破壊調査を行い、1980年 9 月には対照区も含め刈取り

調査を行った。刈払い後の概況は衷－4 に示 した。なお、この表の値ほ、固定調査区2 か所の平均を示 した

ものである。1979勾ミ3 月は、各刈払い区とも高さ、被度とも小さい。しかし1980年 9 月には、群落高が50c爪

に達する刈払い防が生 じ、低い群落高の6 月 8 日刈払い区でも33c爪であった。被度は、 6 月 8 日刈払い区で

最も低 く73％であるが、他の刈払い区では、いずれも90％以上になり、ほぼ地表全体をおおうように再生す

る。1980年 9 月における現存巌は、対照区で900 ダ／ポであるが、刈払い区では300～ 500 グ／ポと回復してな

く、特に 6 月 8．日刈払い区で低い。一方、 巽南積は、対照区が3．紬ぞ／ポであるのに対 し、刈払い区では2・0

｛ ノ4．2〝g／竹gであり、8 月16 日、 9 月 7 El刈払い区では対照区と等 しいかやや大きな値 となっている0 6 月 8

日、 7 月10日刈払い区では、2．0～2．細君／ポと対照区や他の刈払い区に比較 して小さい0

（ 竹内郁雄、安藤 貴）

間伐 方 法 比 較 試 験

将来、列状間伐の実施を前提 として、宿毛営林署管内下鷹山国有林50林班ろ小班に1971年 2 月に設定 した

ヒノキの列状植栽試験地の植栽後10年目の調査を実施した0 この試験地の植栽密度は各区とも3・000本伽 と

し、列間（斜面方向）と常闇（水平方向）の比率を1 ：1 、 2 ：1 、 3 ：1 、4 ：1 、5 ：1 の 5 段 階とした試

験区が設けられている。 それぞれの 列 間 と常闇は1・82 ×1・82仇、 2・58×1・29m 、 3・1 5×1・05仇、 3・64 ×

0 ．9 1m 、4 ．0 5 ×0 ．81 机 とな る。

平均樹高には区間に差が認められなかった0 しかし、平均胸高直径、平均幹材乱 胸高断面積合計、加当

り幹材槙などは 1 ：1 区から1 ‥3 区までは大差がなかったが、 1 ：4 区と1 ：5 区では列間が広 くな る に従

って値が小さくなった。これらのことは、列間が広いと列方向の閉鎖がおくれるため雑草木との競合が長期

間続き、新聞がせまいため隣接木間の競争が早 く始まるためと考えられた0 このことをうらがきするように

樹冠投影面積は列間が広 く宙間がせまいはど小さく、全天費写真から求めた開空度は逆 に大 き くなってい

た。 （安藤 貴、竹内郁雄）
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枝打 ち と 生 産 構 造

最近、枝打ちすることにより幹に異常変色が生じることが問題になっている。異常変色は、枝打ちすれば

すべて発生するわけではないが、幹に傷をつければ必ず発生する0 また、枝打ちの際、節が割れたものでも

発生することが分 っている○枝打ちの他、病虫害にかかったものでも発生がみられる。ここでは、枝打ちに

ょって発生する異常変色の大きさについて検討した0

供拭材料は、愛媛県久万町にある68年生のスギ壮齢林であり、枝打ち後11年を経過 した林から3 本を伐倒

して持ち帰 り節解析を行った0 供試木の概況を、表－5 に示す。枝打ち器具ほ 2本が手オノ、 1 本がノコギ

リである。枝打ちされた個所での技打ち時の幹直径は16～30c爪の範閉である0

義一 5 供 試 木 の 概 況 （1980．3）

必

1

2

3

D ．B ．H

（ 珊 ）

4 2 ．7

4 7 ．5

4 4 ．2

H

（ 仇 ）

枝下高
（ 仇 ）

2 2 ．2

2 1 ．2

2 2 ．1

1 2 ．4

1 4 ．0

1 4 ．9

枝打器具

手オ ノ

手オ ノ

ノコギ リ

枝打ち

1 9 6 8 ．1 2

〝

〝

異常変色の発生は、以下のようなものであった0 手オノ打ちでは、供試木 2本を合わせ、幹に傷がついて

いるものが55例、このうち、残枝下方にのみ傷のあるものが39例、残抜上方にのみ傷のあるもの3 例、両方

に傷のあるもの13例であった0 その他、残枝割れが発生原因とみられるものが13例、調査でその発生原因が

分らなかったもの 8例であった0

ノコギ リ打ちでほ、幹に傷があるもの23例で、傷はすべて残技下方であった。

このように異常変色は、壮齢木の枝打ちでも、幹の傷や残枝割れといった原因で発生 し、若齢木の抜打ち

と同じ結果であった0

異常変色の垂直方向の大きさ（変色長）は、手オノ、ノコギ リ打ちを問わず、幹の傷の大き一さと関連があ

り、傷が大きいと変色最も大きくなる。変色長の大きなものでは、80c鴫 越えるものが数例みられた0

異常変色の半径方向への大きさ（変色幅）は、幹の傷が1爪哺 度になると最大になり、それ以上傷が大き

くても影野はないようである0 変色幅の値は、大きくても7c咤 度で、ほとんどは4～5c机であった0

変色幅 と変色長の関係は、変色幅が大きくなれば変色長も大きくなり、手オノ、ノコギ リ打ちとも同じ傾

向であった。

複層 林 の 保 育

（ 竹内郁雄、安藤 貴）

前年度までP L 研究「人工林の非皆伐施業」で実施 していた松山営林署管内の小田深山試験地で、光環境

・ 林床植生軒 下木の生腿 を調査すると共に、奈半利営林署管内のスギ精英樹耐陰性試験地において、枯

拒の発生を調査 した0 賀料はとりまとめ中である0 短期二段林として計画された小田深山試験地の上木スギ

試験地強度間伐区と上木 ヒノキ試験地強度間伐区および中庸皮間伐区は下木の下刈りを要 しない樹高に達し

たので、上木の伐採を実施中である。

また、愛媛県上浮穴郡久万町において1967年から1970年にかけて実態調査を実施した複層林のうち現存す

るものの山部の現況調査を行った0 残りについては1981年に調査を予定しているので、その資料とあわせて

複層林の林分構造の変化や生長最等に検討を加える0 （安藤 貴、竹内郁雄）
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土じ ょう研 究 室 の研 究 概 要

－－ 1 1 …

土じょう研究室の経常研究課題は、森林土壌の生成ならびに地力に関する研究と、宙畑の土壌肥料に関す

る研究の 2 つに大別される。森林土壌の生成ならびに地力に関するものとしては「暗赤色土の特性」、「堆棍

有機物 と地力」、「成木林の林地肥培」の3 課題がある。「暗赤色土の特性」は、森林土壌の生成に関する基

礎的研究である。暗赤色土は、その生成ならびに系統的な分類上の位置づけに、まだ未解決の問題を多く抱

えている。この土壌は、四国地方でも所々に出現するが、既往の土壌調査においても十分調査をされていな

い。 したがって、上記の問題解明のための基礎データを得る目的で、本年度より新規課題として 取 り上げ

た。「堆積有機物と地力」は、 ヒノキー斉造林地における地力維持の面からみた施業技術を確立するため、

その指針 となる基礎的データを得る目的で、 ヒノキ壮齢林の林分状態 と、堆積有機物の堆積と流失、および

土砂の流亡の関連について調査を行っている。「成木林の林地肥培」は、スギ、 ヒノキについて、施肥が林

木の生長におよぽす直接的効果と、物質じゅん王削こ与える間接的効果について調査を進めている。

つぎに、酋畑の土壌肥料に関するものとして「宙畑の施肥技術の改善」がある。近年の前畑経常において

山出し苗の多収を望むために、多肥栽培や晩期施肥の傾向がある。その結果として、土壌中での肥料要素の

過剰な集積や、ガス障害などに起因すると思われる苗木の生育障害が、しばしば見受けられる。 このような

施肥傾向を是正するため、肥料要素の土壌中での動態と、蹄木の生育 との関連について調査を進めてきた。

暗赤 色 土 の 特 性

暗赤色（チョコレー ト色）の土色で特徴づけられる暗赤色土は、最近の林野土壌分類（1976）の中で1 つ

の土壌群 として位置づけされている。しかし、この土壌群には超塩基性岩類に由来するもの、あるいは、火

山性熱水風化物に由来するもの、また、塩基飽和度の極めて高いものから低いものなど、土壌の生成条件や

土壌の性状の輿ったものが含まれており、系統的分類上疑問点が残されている。四国地方の 超 塩 基性岩類

（ 石灰岩、蛇紋岩）の分布面積は、20万分の 1 土地分類図によると150k T招余りに及んでいるが、これらがす

べて暗赤色土となっているとは限らない。 したがって、超塩基性岩類の分布域における暗赤色土の分和領域

（ 気候上の上限）を調べ、生成条件の解明を行うとともに、同一母材からなる暗赤色土と他の土壌の性状を

対比することによって暗赤色土の特性を明 らかにするため、本年度より新規課題 として取り上げた。

本年度は、石次岩を基盤とする鳥形山（1459仇）と三宝山（259m ）の土壌分布ならびに土壌 断面形態の

調査を行い、土壌試料を採取 した。その結果、高海抜の鳥形山塊では、暗赤色土の特徴ある土色を里する土

壌の出現は全く見 られず、断面形態は褐色森林土の特徴を示していた。一方、低海抜の三宝山塊では暗赤色

土の分布が広 く、近 くに赤色土の出現も見 られた。向山塊の土壌について、理化学的性質、遊離酸化鉄の分

析検討を行 った。遊離酸化鉄の存在状態は、鳥形山土壌は四国の低海抜地域の褐色森林土 と、三宝山土壌は

赤黄色系褐色森林土 と類似 した特徴を示した。（図－ 1 ） （井上輝一郎、新川雄幸）
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堆積 有 機 物 と 地 力

ヒノキ林の堆積有機物層（A o層）、 はスギ林にくらべて一般に少なく、 とくに壮齢林の過密林分で下厨

植生の欠除 したような林地では、ほとんど堆積がみられない場合 もある。このような林地では、地表侵食が

行われ、ひいては、地力減退につながる危険性が多分にあると予想さオ1 る。ヒノキ林では堆積有機物層が形

成されがたいのは、 ヒノキの落葉が落下後、比較的容易に鱗片状に細片化され、雨水によって移動流失する

ためではないかと考えられている。これらの現象を明らかにするため、過去 2 年間、落葉の流出量の測定方

法について予備的調査を行ってきた。その結果をもとにして、1979年 9 月に吾川郡伊野町の約50年生のヒノ

キ造林地に試験地を設定 し、同年10月より測定を開始 した。落葉の流失患は、下層植生をそのまま残 した保

残区と、下層植生を全部取り除いた刈取区に、それぞれ 5 個ずつの測定枠を設置し、毎月1 回の測定を行っ

た。測定開始後 1年間（1979年11月～1980年10月）の結果について述べる。

測定期間中のヒノキの落莫量は380 ダ／戒であった。これに対 し落莫流失量は、保残区が73～118 ダ／戒、刈

取区が266～34叩 ／ポ、落莫流失剋／落葉量の比は、それぞれ’0．19～0．31、0．70～0・91であった0 このよう

に、下層植生が皆無の場合、年間落葉景の大半のものが移動流失するという結果を得た。この期間中の落莫

宜、落葉流失最の月別推移および降水巌を阿－ 2 ～ 4 に示した。ヒノキの落葉は、10月および11月、12月に
＼

多く、年間落葉患の75％がこの時期に集中した。一方、落葉流失患は 5 ～ 8 月に多 く、とくに5 月と8 月に

大きいピークがみられた。この期間中、 5～ 8月は降水量および降永日数とも多く、とくに、5 月2川 、 8

月20 日、同月28 日には、時間雨藍50卿l以上の集中豪雨が観測されている。上記の落葉流失量の月別推移は、

この期間中の降水分布と極めてよく符合 しており、落莫流失にほ降水量および降水強度が大きく関与 してい
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るものと思われる。流失落葉と同時に輔集された土砂宜は、保残区の330～840ダ／戎に対 し刈取区では1，700

～1，790 ダ／ポであり、保残区にくらべて刈取区は約 2 ～ 5 倍の流失を見た。また、流失 したヒノキ落莫の粒

径組成をみると、落葉最盛期の12月にほ2 爪爪以下の粒子の占める割合は約10～20％であったが、以後、月を

追うどとに増加し8 月には45～65％に達 し、次期の落莫期にかけて再び減少する。 これは、 ヒノキの落葉が

落下後比較的短かい期間に細片化され、微細粒子となって流失することを示 している。

さらに、地表別に対する両液衝撃の強さを推定するために、土壌飛散藍を測定した。保残、刈取両区に、

幅10珊、高さ30c帆の木板を15枚ずつ立て、この木板に付着した土砂最をもって土壌飛散最 とした。 5 ～ 8 月

の降水宜の多かった期間の土壌飛散最は、刈取区では保残区の12～15借景の値が測定された。このことは、

下層植生のない場合、林地に与える雨滴衝撃は大きく、逆に、下層植生はヒノキ林冠からの雨滴による衝撃

エネルギーの緩和に役立っていることを示 している。 （井上輝一郎、岩川雄幸、吉田桂子）

成木 林 の 林 地 肥 培

1 ． 連 年 施 肥 拭 験

本山営林署管内、中の川LI個有林の連年施肥試験地は設定後20年を経過したので、その結果のとりまとめ

と、今後の試験計画の見直 しをするため、前年度のスギ林（54年度年報参照）に引き続き、本年度ほヒノキ

林について標準木伐倒による生長解析、器管別の乾物重患ならびに養分現存宜の測定、土壌調 査等 を行っ

た。なお、この試験は、施肥による最大限の生長増大をねらったもので、植栽暗から20年間連続して施肥を

行っており、施肥桓I数23回、施肥豊の合計ほ窒素2，300 k8／んα、リン酸1，100k8／ん臥 加里1，000k9／血Hこ達して

いる。

2 0勾こ引における施肥区の肥効指数は、樹高117、胸高直径117、材横156であった。 しかし、 最近 5年間の

連続生長主；二は、樹高、胸高直径とも僅かながら無施肥区が施肥区を上回っており、肥効ははとんどみられな

くなっている。また、29年目における施肥区の樹高を、吉田（森林 と施肥必96 197 8）の全国優良肥培林実

績曲線の樹高とくらべると87％で、まだ、かなりのへだたりがある。

2 0年 引のヒノキ地上部の乾物重患は、施肥区郎．3 t／加、無施肥区78．6 t ／加であったが、両者の重量差は

はとんど幹の窮主＝こ支配されている。地上部の各器管どとの養分含有最は窒素、 リン酸、加里ほ、いずれの

器管も施肥院の方が触施肥区にくらべて大きい値を示 したが、カルシウム、マグネシウムでほ逆の傾向がみ

られた。 ヒノキ当年斐の養分濃度は、施肥成分である窒素、 リン酸、加里は施肥区が無施肥区よりもいずれ

も高い値を示し、施肥の影響が明 りょうにみられた。

2 0年臣事の土壌の一・般化学性の分析を行 った結果、土壌の酸度は、施肥、無施肥区とも強酸性を示し、とく

に、施肥区の」二填では酸性化の傾向が強かった。全炭素含量は、無施肥区の方が若干高い値を示 し、これに

関連 して塩基髭換容量 も同様の傾向がみられた。置換性塩基類は全般的に施肥区の土壌が低い値を示し、と

くに鮮換性カルシウムがその傾向が強かった。このように、施肥区の土壌では塩基の洗脱がより進んでおり、

これが二卜壊の酸性化を促がす要因となっているものと思われる。このことは、前年度調査 したスギ林の施肥

区の土壌においても、同様の傾向が認められている。また、全寮素、仝 リン酸、仝加里は、施肥区の土壌が

無施肥区にくらべて明らかに大きい借を示した。

2 ． 生育不良林分の施肥試験

スギの教育不良林分（設定時17年生、司そ均樹高6．45仇、平均胸高直径10．3cれ、B c土壌）に化成肥料（20－

1 0－110）100k9・N ／加を2 年連続して施用した。その結果、2 年目の樹高生長に顕著な肥効が現われた。

（ 井上輝一郎、岩川雄幸、吉田桂子）
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苗畑 の 施 肥 技 術 の 改 善

最近の育苗では家畜ふん尿堆肥など高成分有機肥料の施用、苦土石灰の無秩序な常用、それに多肥栽培な

ど施肥の南で問題が多い。このような施肥傾向の中で初期育苗時の発根不良や黄化前の発生などが見 られる

が、そのほとんどは施肥の誤 りによるものであるといってよい。
l

こうした施肥慣習による肥料成分の土壌中での動態を明らかにすることは意義があり、戟遍的、基本的な

施肥のあり方への指針 ともなろう。

この研究は、直交表L 16要田実験計画にしたがって昭和53年度からヒノキ前を用いて実施 し、本年度は最

終年度に当る。なお、実験区の 1年目は昭和50年度より3 年間堆肥連年施用した園地16区をA ブロック、 3

年間堆肥を全 く施用していない囲地16区をB ブロックとして開始 し、2 年日は、B ブロックに堆肥施月L A

ブロックは無施用、3 年目の最終年度はA ブロックに堆肥施用、B ブロックは触施月］で実施 した。

L 16による要因実験計画 〈 ダ／乃f〉

要

水準

第1 水 準

節2 水 準

1 ． 硫 安
N

3 7

2 3

2・品セン酸l3・ 空発旭 】4・藍警石灰
5 ．

2 1

0

2 7

0

8 4

0

硫酸部土
M gO

2 6

0

跡地土壌の可給態 リン酸並びに置換性加里石灰、苦土、マンガンの残存畠は表－－6 のとおりである。

表－ 6 跡地土壌の肥料成分残存豊と施肥の影響

成分平均効果（野／100ダ） 55年度

ブロック

A

変動困

全体

C a

M g

全体

C a

M g

N x C a

P 2 0 5

1 7 ．2

寸一 0 ．8

＋8 ．9柵

－0 ．4

－1 ．2

－0 ．6

K 2 0

2 3 ．1

－－ 1 ．6

＋1 ．3

＋3 ．1

＋3 ．0

＋7 ．2 ♯＊

1 3 ．7

＋0 ．7

＋9 ．8 ♯＊

十0 ．1

－0 ．1

－0 ．7

2 3 ．7

＋1 ．7

」－ 3 ．1

＋2 ．4

」一4 ． 2

＋8．3榊

C a O

1 5 6 ．6

－3 4 ．3榊

＋1 7 ．5＊

－1 2 ．3

＋59 ．8榊

＋2 ．5

M g O

6 ．4

－2 ．4

－0 ．1

－0 ．2

＋1 ．4 ♯

＋1 ．5 半

8 0 ．6

－3 5 ．0糊

ヰ・1 3 ．2＊

十5．3

＋5 9 ．1紬

十3 ．1

M n（P P m ）

4 0 ．8

十17 ．3

＋7 ．1

＋2 ．7

－「 6 ．4

十0 ．9

3 ．7

－1 ．7

＋0 ．5

＋0 ．1

＋1 ．8 ♯

＋1 ．0

4 1 ．1

＋7 ．7

＋12 ．5＊

＋1 ．1

－1 ．4

十3 ．9

＋1 7 ．0柵

江、1） A ブロックは前年無堆肥、本年堆肥施用区

2 ） B ブロックは前年堆肥施用、本年無堆肥区

3 ） 柵は1 ％永準、♯は 5 ％水準を示す

4 ） 5 ％以下の交互作用は省略

衷－ 6 によって、 リン酸の残存最を単純に計算すると、A ブロックでは施肥 リン酸の85％が、B ブロック

では93％が次年度へ持ち越されており、 3 か年間の結果を通 じてみてもその蓄積宴は大きく、また、 リン酸

の残存別に他の無機成分の施用の影響はないといってよい。
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加里の残存掛こついては、これまでの結果では堆肥などの施用の影響で残存藍が比較的多く、20呼／100g

を超す状態でほ加里の施用と無施用のあいだに5 ％水準で残存監に有意差は認められなかった。本年度の結

果は、苦土施用区の土壌中に加里が多 く、苗木の吸収成分 も苦土施用区に加里が多かった。 これは、苦土施

用区の土壌中に苦土残存景が少ないことから苦土 と加里の施用を誤ったものではないかと考えられる。

本年度の石灰の残存主に対する硫安の施用の影響は、ポ当り硫安 1 グラム当最の増景で石灰残存監に2．5

グラムき－う皇の減少が謎められた。これは、これまでの1 ～ 2 グラム当藍の差からみると幾 分 大 き い値であ

る。

なお、この研究の主 目的からは少 しはずれるが、実験の途中で試験区に発生 したヒノキ前の黄化症につい

て、肥料の蓄横および養分吸収の面から検討した。

このヒノキ前の黄化症は酸性土壊におけるマンガンの過剰障害とみられるが、本年度の発生は比較的軽微

であり、日照と降雨などの気候幣要眺 発生に大きな影響があると思われる0黄化症は5畔触 堆肥区のA
ブロックに多かったので、 ヒノキの案分析を54、55両年度にわたって行った。その結果を表－ 7 に示す。

表－ 7 ヒノキ菓の吸収成分平均効果

度年

5 4

一
岬
－

ブロック

（ 当年 無 堆 肥）

（ 当年堆肥施用）

変動困

体全

a

N

2

Ⅹ

Ca

Mg

焔
N

体全

N

P

K

C a

M g

N x C a

5 5

A

（ 当年堆肥施用）

（ 当年 無 堆 肥）

）

）

）

1

2

3

ヽ注

全体

N

P

K

C a

M g

全体

N

P

X

C a

M g

P 2 0 5

％％
Ⅹ2 0

0 ．7 0 0 J o ．8 9 6

“0 ． 0 7 2

＋0 ．2 0 3糊

－0 ．0 4 0

＋0 ．0 6 6

．＋ 0 ．0 3 6

＋0 ．0 47

0 ．3 4 8

巾0 ． 0 6 3

＋0 ．0 8 8柵

＋0 ．0 0 2

＋0 ．0 5 8♯＊

＋0 ．0 0 5

－一0 ． 0 2 1

－0 ．0 4 6

＋0 ．0 4 5

＋0 ．0 4 8

＋n ．0 4 2

＋0 ．0 0 9

十0 ．0 4 7

1 ．1 7 5

－0 ．0 8 3 ＊

－0 ．0 0 1

＋0 ．0 8 0 ♯

＋0 ．0 7 1 ＊

－0 ．0 3 2

巾0 ． 0 0 4

％
C a O

％

M g O M n
P P m

1 ．5 2 4

－0 ．0 1 3

＋0 ．1 4 4 ♯

－0 ．1 0 3♯

＋0 ．2 2 4柵

＋0 ．0 6 8

ヰ・0 ．0 2 6

0 ．2 4 4

－0 ．0 2 i

肘0 ． 0 1 4

－0 ．0 1 1

一卜 0 ．0 0 1

＋0 ．0 1 1

－0 ．0 2 8

1 ．2 3 5

－0 ．0 3 3

＋0 ．0 9 8 ♯

－0 ．0 3 8

＋0 ．2 4 4柵

叫0 ． 0 0 5

＋0 ．0 4 8

8 ．2 2 5

－0 ．0 1 0

－0 ．0 0 4

－0 ．0 1 3

－0 ．q O 5

＋0 ．0 0 8

＋0 ．0 1 4

0 ．8 3 6

－0 ．3 0 0 ♯牛

＋0 ．1 6 3柵

－0 ．0 4 1

十0 ．1 1 5 ♯

一一0 ． 0 0 9

0 ．7 56

－0 ．2 4 9榊

＋0 ．2 1 5榊

＋0 ．0 2 4

一十0 ．1 0 1

＋0 ．0 1 6

0 ．9 7 4

－0 ．1 3 6榊

＋0 ．0 0 5

＋0 ．1 0 0桝

－0 ．0 2 9

＋0 ．1 4 2桝

1 ．0 2 2

－0 ．1 4 6♯

＋0 ．0 8 8

」一0 ． 0 9 6

＋0 ．0 7 0

十0 ．1 3 6 ♯

1 ．4 2 3

－0 ．0 6 5

」－・0 ．1 1 8

－0 ．1 2 0

」I O ．2 7 0 ＊

－0 ．1 1 5

＋0 ．1 3 9キ

ー0 ．0、19

＋0 ．2 6 3 耕

一・ 0 ．1 3 9 ＊

0 ．1 7 2

－0 ．0 0 9 ♯

＋0 ．0 0 1

－0 ．0 0 7 ．

－0 ．0 1 6柵

＋0 ．0 0 1

1 ，0 0 0

＋3 28柵

7 1 ♯

－1 3 1 ＊

p 4 66綿

－11 3抽

－1 6 9柵

山
†

l
 
T
L
 
e
O
2
5
4
3

0

0

9

3

2

7

2

4

2

1

2

＿

′

l

十

一

〝

H

一

H

0 ．1 5 2

－0 ．0 14 ♯

＋0 ．0 18 ♯

－0 ．0 0 4

＋0 ．0 0 2

－0 ．0 0 2

水準 5 ％以下交互省略

榔は水準 1 ％、♯は水準 5 ％

5 5年皮は加里の施用はM g 区に施用、M 占は施用なし

＊

♯

札

8
4

74

2
5

12

87

58

刊

0

0

2

1

1

2

1 ，4 6 5

十1 5 4

－1 2 2

十1 0 9

－5 6 1 ♯

－4 2 4 ＊
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ヒノキ葉のM n（P P m ）

図一一5 ヒノキ菓の寅化 とM nの吸収

2 5 0
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黄化症の多かった54年度のA ブロックについて、黄化の程度とヒノキ葉のマンガン吸収を検討すると、図

肘5 に示したように黄化の程度の高い苗木はマンガン吸収が多 く正の相関がある。

また、衷一一－7 によってヒノキ苗木のマンガン吸収と施肥との関係について検討すると、硫安の施用は前木

のマンガン吸収を助長 し、その影響は硫安をポ当り1 グラム当室増加することによって、苗木のマンガン濃

度を656P P m 高 くしている。苗木のマンガ ン吸収を抑制する変動要因は、過 リン酸、硫酸加里、炭酸石灰、

硫酸苦土の施用と、硫安と石灰施用の交互作用で、特に炭酸石灰の影響は大きく、炭酸右炊をポ当り3 グ ラ

ム当泉施用する区と無施用区では平均932P P m の濃度差が認められる。

このように才i灰施用の影響は大きいが、苗木の葉の石灰とマンガン濃度の関係を図示すると図… 6 に示し

たように負の相関が見 られるがややバ ラツキが大きい。また、土壌中の転換石灰藍と苗木の葉のマンガン汲

度の関係は図－ユ¶7 にみられるようにより高い負の相関が認められ、これに黄化の程度をかさね合わしてみる

と、低いものから高いものへと比較的順序よ く並んでいる。
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黄化の程度を示す。
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保鞍 研 究 室 の 研 究 概 要

保経研究虫の研究課題は病臥 虫害および獣若の研究に大別される。

病害に関する研究は「森林締 防除と発生環境条件の解析」としてスギ生立木材質の変色と腐朽について

検討を加えた。また、マツ類材線虫病については、中村営林署管内入野松原での被害実態調査および接種に

よる病徴の進展と加害力の調査を行った0 「サクラの主要病害防除対策」については、大栃営林署管内西熊

L 個 有林のヤマザクラの樹勢衰退原閃を病気の面から調査したq
●

虫害に関する研究は次の3 課題である0 すなわち「四国地方の虫害の基礎調査」として人工しぼによるス

ギみがき丸太の傷についての防除方法および最近被繋が問題にされつつあるマスダタロホシクマムシの生態

についての鞘査を行った0 「食菓性が類の生態と防除」については、マツカレハの蛍光紡が燈による野外で

の成虫の発生消長調査およびマイマイガの室内飼育による発育経過等について街査を行った。「マツ枯棍防

止新技術開発諏査」わ いてほ、マツノマダラカミキリの天敵微生物の現地適用のための基礎試験を行っ
た。

獣害に関する研究は「野ねずみの発生消長調査」として、スミスネズ ミによる被害発生地で被害実態の調

査を行 った。

森林病害防除と発生環境条件 の解析

1・ ス半生立木材質の変色と腐朽

スギ生立木材質の変色、腐朽にみられる材質劣化の過程は、その生成原因が多岐にわたり、また形状も多

様であるが、いずれれ ても、生立木材中に存在するミクロフローラの発生変遵のたどる過程である。そこ

で四国管内のいわゆるボタン材における材質の異常変色を含めて、スギ生立木材質の変色や腐朽の調査法と

材質劣化の過程 と酎類との関連について調べた。

その結果、一般に肉眼的に認められる生立木材質の変色や腐朽は電気抵抗値180～200K 血以下の値で判読

できた。このことから、生立木材質の変色や腐朽が電気抵抗値と高い相関を持つことが明らかにされた。

一分 、変色・腐朽部におけるミクロフローラは健全木に比べて著しく豊富であるが、健全生立木材中にも

かなりの菌類が存在している0 このことから、肉眼的に識別できる変色・腐朽恥こ存在するミクロフローラ

の電気撼 抗に及ぼす影軒については今後質的、宴的観点から検討を加える必要があろう。

2 ．．マ ツ 類 材 線 虫 病

入野松原における被害の実態調査 ：中村営林署管内入野松原における被害が薬剤による防除努力にもかか

わらず著 しく、被害の推移について実態調査を行った0 入野松原における被宮は1976年より始まったが、こ

れに先放つ 2 年前に林内に訴引器を設置しており、このことが被害発生に関与している可能性があるものと

一臥われる0 誘引器は引き続き1979年まで林内に設置された0 薬剤散布は1978年には動力噴寮器により行われ

（ T －て・5バイエタン乳剤、デナボン水和剤）、1979年以降はスプリンクラーにより行われている。（1979 年バ

イエタン乳剤1匝儀礼 1980年ヂナボン水和剤2匝傲布）0しかし、被害量は毎年増大する一方で（197降 21

本、1977年214本、1978年1・038本、1979年1・498本）、1980年 の被害畠も昨年を超えるものと思われる。 月別

の被軒発鉄郎についてみると（1978－1979年）1、4 ～ 6 月 ；109本、 7 ～ 9 月 ；1，276本、一．10～12月 ；772本、

1 ～3 月 ；231本と周年枯扱が発生している0 枯損木からの材線虫分離結果についてみると（10月1 臥 11月

2 回調査）、常法による材線虫の分離法で材線虫が検出されたのは供試試料の削 割であった。そこで、－－一か
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月据え匿き後に再度材線虫を分離した結果約 7 割に増えた。 しかし、このように被害木中に材線虫密度が著

しく低いこと、また枯損発現が夏期以前に多 く発生していることなど、今後さらに調査を要するものと思わ

れる。

月別接柾による材線虫病の進展 ：窪川営林署管内のアカマツ林において 4 月より8 月まで材線虫を毎月接

種し、マツの反応を調べた。接種方法は単月接種と連続追加接種の2 つの方法とした。支場所畑においても

床替宙を用いて同様な接種試験を平行 して行った。マツの反応についてはダイアルゲージおよびピン打ちに

よる方法を併用 した。

最も早 く病徴の現われた供試木は 4月より毎月連続して接種 した供試木についてであり、旧菓の変色は 7

月28 日～ 8 月 9 日に始まった。 しかし、同様な処理区においても外観的に健全な個休も存在 した。今後ピン

打ちによる解剖結果を明らかにし、各処理間の差違についても病教の進展との関連で検討を加える。

（ 鈴木和夫）

サク ラ の 主 要 病 害 防 除 対 策

三顧自然休養林西熊山一帯に群生するヤマザクラの樹勢衰退の原閃について、大栃営林署より調査の依頼

を受けた。ナラタケ病などの土壌性病賓による被害が考えられたので西熊山31、35林班に試験地を設定しナ

ラの枝を用いて トラップを設置 した。その結果35林班の トラップ1 本よりナラタケ菌を検出したに過ぎなか

った（30本中）。以上の結果か ら土壌性病審、主にナラタケ病などがヤマザタラを著しく衰弱させているもの

とは考えられなかった。

西熊山渓谷部を踏査の結果、根頭がん しゅ病催病木が多数存在 したが、樹勢への影響は認められ な か っ

た。－－・郎ナラタケ掛こよる枯損木は存在した。西熊山の多くのヤマザタラは樹齢が高く、枝、幹より材質腐

朽菌の侵入を受けているものが少な くない。このようなことからヤマザタラ衰弱の一つとしてこれら材質腐

朽酎による被害がうかがわれる。 （鈴木和夫）

四国 地 方 の 虫 害 の 基 礎 調 査

1 ． スギみがき丸太の傷の防除

前年度に引き続いて、スギの人工しぼによるみがき丸太の傷を防ぐため、あて木を若色（ 7 色）して木に

巻き付けた。

過去 3 年間の結果（表－ 8 ）は、金、銀のものが傷数が少ないようである。黒 も少ないが、黒については

なお検討する必要があると思われる。
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2・ マスダクロホシクマムシの生態

マスダタロホシクマムシの被害については、九州地方で問題になっているが、四国地方でも2 、 3 個所で

故事榔 謎められている0 支場構内のヒノキ実験林と宙畑のヒノキ生垣で被害が認められたので、虫の生態に

ついて術査を行った。

成虫の脱出時期は、支場構内の枯損木を日の当たる所に置いた野外飼育箱で調査した結果、 4 月19 日～ 6

月23日に1・252朝が脱出して、最盛期は5月22日であった0脱出数は穀紙 温に影響されているようで、高
いときには多 く、反対に低いときには少なくなっていた。

脱出した成虫ほ飼育によるとスギ、ヒノキの針菓と緑枝を後食する。蛸壷は皮下 と材内に作るが、作る場

所は木の状態によって異なっているようである0 枯損木内での死亡率は、 4．0 ～ 94．0 ％とバラツキが大き

い0 なお死亡更別としては、はちと病支は嘲 察された。

以上のほかに、成虫の雌雄の区別、えさ木による経過等についても調査 したが、これらについては継続詞

査中である。

食素 性 が 類 の 生 態 と 防 除

（ 越智鬼志夫）

l・ 蛍光誘カく燈によるマツカレハの発生消長靭査

本年度の結果を衷－ 9 に示 した0 飛来総数62顧は今までの弼査のうち最 も少なかった。例年みられる5 月

下旬、 7 月下旬、 9 月下旬の 3 つのピークは飛来数の減少から、 5 月下旬、 9 月下旬は明らかでな く、 7 月

下旬のピークも本年は8 月上旬とややおくれていた0 また、初飛来 日は5 月16 日、最終飛来臼は】0月11日で

これも例年に比較 してお くれていた。
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？4個体の劉敵 ま、成熟卵で、最少7、最多65、平均24・5粒、成熟卵に近いものを加えると、最少25、
最多83、平均55粒であった。

2 ． マイマイガの生態的査

本句三臥 支場構内産の発育経過を調査した0 1979年 6月28日産卵した卵塊を自然温度下の飼育室でシャー

レに入れそのまま放置した0 ふ化日は、1980年 4 月 2 日（ふ化数428、不ふ化数117、 総卵数545粒） であっ

た。

食性を詞表するため、ふ化幼虫にヤマモモ、ヤマハンノキ、ウツギ、 トサ ミズキ、ノイバ ラ、ヤマザタラ

タイワンフウ、アオキ、サツキ、キョウチクトウの10樹種を与えた0 このうち、摂食のよかった樹種は、ヤ

マハ ンノキ、 トサ ミズキ、 ノイバ ラ、 タイワンフウであ った。

この結果から樹種別に、ヤマハンノキ、 トサ ミズキ、タイワンフウで飼育 し、結果を去一一－10に示 した。
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義山10 羽 化 ま で の経 過
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羽化までの死亡率は、ヤマハンノキ44．0％、 トサミズキ23．8％、タイワンフウ23．7％で、ヤマハンノキの

死亡率が高かった。また、死亡の経過をみると トサ ミズキ、タイワンフウでは1 齢時の死亡がほとんどであ

るのに対し、ヤマハンノキでは、中齢以降の死亡率が高く、樹種による違いがみられた。

羽化までの齢数は、ヤマハンノキでは、 5 ～ 7 齢で、 5・ 6 齢がはぼ半数ずつ、 トサ ミズキでは、5 ～ 9

齢で、6・ 7 齢が多 く、 タイワンフウでは、 5・ 6 齢で5 齢が多かった。羽化期は、齢数が多 くなるにした

がっておそくなり、 5 月下旬から7 月中旬までにわたっていた。成虫の大きさは、齢数が多 くなるにしたが

い大きくなるが、同 じ齢数でほ、タイワンフウ＞ヤマハンノキ＞ トサ ミズキの朋で、ここでも樹種による発

育の逢いがみられた。

一部抱卵数を調査 した結果を表…11に示 した○総平均では236粒（最少44、最多500粒）であったが、齢数

が多 くなるに したがい抱卵数も多 くなっている。

袈－・11
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1 6 7 ．2（ 5 5 －2 4 2 ）

1 6 7 ．7（ 4 4 －3 3 4 ）

3 2 6 ．3（ 1 6 3 －5 0 0 ）

3 7 7 ．6 （ 3 1 1 て 4 8 8 ）

4 2 4 ．7（3 6 2 －4 9 7 ）

蛸の重さ （ク）
l 趨の開張 （m ）
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蛍光紡が燈の謝査では、 7 月12 日から26 日の間に15頭（谷）の飛来がみられた。

終齢 の 上層
些大きさ「▼＿一▲（唾）

1 ．1 3（ 1 ．0 5 －1 ．2 2 ）

1 ．2 4（1 ．1 0 －1 ．3 7 ）

1 ．3 8（1 ．2 9 －1 ．4 9 ）

1 ．5 1（1 ．3 9 －1 ．7 1 ）

1 ．5 3（1 ．4 4 －1 ．5 9 ）

（ 五十嵐 豊）
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マツ 枯 損 防 止 新 技 術 開 発 嗣 査

カミキ リ天放散生物の検索と利用

マツノマダ ラカ ミキリの有力な天敵微生物 と思われる鹿rrα如 sp．とβ紺〟彬rね ぬ5由 舶 について、現

地適用のための基礎試験を行 っている。なお、この試験は本場天敵微生物研究室 との共同試験として実施 し

てい る。

1 ） 散布するカミキリのステージ

前年度、滋rr一触 とββd〟彬rねを散布 した、えさ木 と枯扱木について、成虫脱出後の調査を行った。本年

度は追試のため、えさ木（各処理10本）を用いて産卵後の散布およびえさ木 と枯損木（各処理 6 本）を用い

て越冬前（11月）の散布を行った。なお、この材料については、次年度に越冬後（ 4 月上旬）と脱出前に散

布を行 う。また、処理として新たに鹿rr¢肋 とβ甜〟むβrねの混合区を追加 した。

結果、脱出後の剥皮割材調査によると、散布時期では越冬後の 3 月、また処理ではβ紹〟〝βrねの効果が高

い傾向にあった。 しかし、散布した本数が少な く、また対照区に捕食が認められた等問題があり再試験の必

要がある。

脱出後の成虫の生存期間は、ソルビン酸0．2 ％液で消毒 したアカマツの小技をえさとして個体飼育によっ

て調査した。その結果、ββd〟“〃〃3 月散布のえさ木から脱出した成虫の生存期間は、 散布時に10．7％剥皮

されていたが11．6日と短かった。 しかし、飼育個体数が少なかった（1 － 9 頭）ので再試験の必要がある。

2 ） 実験林での散布後の動態調査

前年度鹿r和地 とββ〃〟〝8rね を散布 した実験林で、枯損木の剥皮割材調査を行った。なお、この調査では

放生物を導入した場合の死亡要因とその働き方の経時変化を明らかにする。 （越智鬼志夫、五十嵐 豊）

野ね ず み の 発 生 消 長t調 査

スミスネズミによる造林木の被害発生機構を明 らかにするため、被害発生地での実態調査を前年に引き続

き行った。

標高1，000m の 5 年生 ヒノ車道林地（前年のスミスネズ ミ捕獲数、0．25加 3 日間で、 5 月 1頑、 7 月 0 朝

9 月 2 頭、11月 1 頚）と、標高約1，200仇 2 年生 ヒノキ造林地（前年の捕獲数、 5 月 1 頭、 7 月 5 朝、 9 月

9 頚、11月 2 亘射 で 3 月未調査した結果では、スミスネズミによる被害はみられず、また、捕獲 もされなか

った。なお、 5 年生造林地では、野 うさぎによる被害が約15％みられた。 （五十嵐 豊）
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気象 年 報

平
月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

計

平均

自記 温

均

5 ．7

5 ．2

9 ．6

1 4 ．0

1 8 ．8

2 3 ．2

2 5 ．8

2 5 ．6

2 3 ．3

1 8 ．2

1 3 ．8

5 ．8

1 5 ．8

度計 Oc

高

1 0 ．4

1 0 ．5

1 4 ．3

1 9 ．1

2 3 ．8

2 7 ．2

2 8 ．6

2 7 ．6

2 7 ．6

2 2 ．6

1 9 ．0

1 0 ．8

2 0 ．3

最 低

自記湿度計 ％

平均

0 ．9

ー0 ．2

4 ．8

8 ．9

1 3 ．9

1 9 ．3

2 2 ．0

2 3 ．5

1 8 ．9

1 3 ．8

8 ．6

0 ．8

1 1 ．4

6 4

5 6

7 0

7 0

7 7

8 0

8 4

8 6

7 9

7 2

7 2

6 1

7 3

ー2 3 －

白1 9 8 0 ． 1

至1 9 8 0．12

自記雨量計 珊

降水 量

9 5 ．6

2 3 ．5

1 8 2 ．0

2 2 8 ．0

4 6 2 ．5

2 7 5 ．0

3 50 ．0

5 7 6 ．5

1 7 8 ．0

3 4 0 ．0

2 2 0 ．0

2 7 ．0

2 ，9 5 8 ．1

彗一浩 ：ご二三三二二≡≡≡三二・＝＝二＝p どT－
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分類

経常

〝

〝

〝

〝

造林

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

二l二じ ょ う

〝

〝

〝

〝

〝

保護

〝

〝〝

〝
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昭和55（1980）年度における研究業績

顧名 著者 名

国産材加工施設及び林業総合センターの設
置について

嘉套
山保護林のスギ種子の落下最と椎樹の
・ 消長

四国地方におけるテr ダマツとスラッシュ
マツの生長経過について（1） （樹高生長の
分析と材績衷の調整）

暖地山村における農林業の振興一高知県幡
多郡三原村一一一

英数によるテT ダマツとスラッシュマツの
紋別について

愛媛県久万地方における事例

高知営林局管内におけるスギ・ ヒノキース
ギ・ ヒノキ複層林の事例

全天堂写真から林冠の関空度を測定する方
法

ローソンヒノキとヒノキの雑種（ F l）
■′

千本山保護林の落葉落技量

ヒノキ壮齢林の列状間伐試験

技打ち跡からみた抜打ち時期の検討

カラマツ・ ヒノキ混交林にお け る リター
フオール量とその分解

壮齢林の技打ち跡の巻 込 み に関する研究
（ Ⅰ）スギ72年生林分での事例

罰聖水源山地整備治山事業調査報告寮（土
佐郡土佐町瀬戸地内）昭和54年度

〝

（ 那賀郡木頭村折宇） 〝

高知事業区の土壌

千本山保護林の土壌の分布並びに土壌の特
性

須崎・酎 Il・大正葦僕 区の土壌

詰至琵媚若鮎帽若㌍髪告審（土
用材生産における材質劣悪化と菌類との関
連性（ Ⅰ）

四国のスギ・ ヒノキ幼齢造林地におけるス
ミスネズ ミ個体群変動に関する研究

九州におけるスギ生立木材質の変色と腐朽

軟Ⅹ線による材線虫病の病徴観察

千本山保護林の昆虫柏

書名・発行所

都築 和夫
外1 名

書田 実
佐竹 和夫
都築 和夫

吉田 実
都築 和夫
佐竹 和夫

都築外管套
吉田 実

安藤 貴

〝

〟■

中平 串助
外2 名

安藤 貴

〝

雄

彦
明
雄
也
二

雄

郁

輝

郁
良
欣

郁

内

原
藤
内
木
屋

内

竹

河
佐
竹
只
蜂

竹

井上輝一郎
岩川 雄幸

〝

上
川
田

井
岩
音

郎
幸

一
堆

〃
輝

外誓言
井上輝一郎
岩川 雄幸

輝上
川

田

井
岩
音

外

郎
串
子
名

一
雄

桂

6

井上輝一郎
岩川 雄幸

堂園 安生
鈴木 和夫

五十嵐 戟

鈴木 和夫
堂園 安生
橋本 平一

鈴木 和夫

越智鬼志夫

墓室
業構 造 改 善
計画診断書

魚梁瀬千本山保護
林調査報告

林試研報

山村振興特別調査
報告

林木の育種

複層林施業実態調
査報告書

〝

日林関西文辞

日林 給

魚梁瀬千本Lh保護
林調査報告

高知林友
〝

林試研報

日林 誌

高知 県

〝

高知営林局土壌調
査報告

魚梁瀬千本山保護
林調査報告

高知営林局土壌調
査報告

高知 県

日林九支研論

林試研報

日林 論

日林関西支講

魚梁瀬千本山保護
林調査報告

巻
号1 年

4

3 1 3

1 1 8

3 1

9 1

4

粥
川

〃

1q
川

∩
－
U

3

6 3

1 6

4

1 7

3 3

3 1 1

9 1

3 1

4

月

1 9 8 0 ．12

〝

1 9 8 1 ． 1

〝

〝

1 98 0 ． 3

〝

1 9 8 0 ．1 0

〝

1 9 8 0 ．1 2

1 9 8 1 ． 1

〝

〝

1 9 8 1 ． 2

1 9 8 0 ． 3

〝

〝

1 9 8 0 ．1 2

1 9 8 1 ． 2

1 9 8 1 ． 3

1 9 8 0 ． 6

1 9 8 0 ． 8

1 9 8 0 ．1 0

〝

1 9 8 0 ．1 2
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沿革

1 947（昭22）年12月 1 日

1 954（昭29）年 4 月 1 日

1 659（昭34）年 7 月 1 日

1 963（昭38）年 4 月 9 日

1 964（昭39）年 3 月29日

1 964（昭39）勾こ4月15 日

歴代の支場長名

初代

2 代

3 代

4 代

5 代

6 代

7 代

8 代

9 代

1 0代

1 1代

1 2代

1 3代

1 4代

退職

5 6．3．5 横

転出

5 6．4．1 伊

5 ．1 中

6 ．1 鈴

転入

5 6．4．1 原

採用

5 6 ．4．1 中

安堵内のうこき

5 5．4．1 岩

ー2 5 抑

大正試験地を併せ林業試験場高知支場発足、位置を商知市丸の内 9 、高知営林局

構内に置 く。

大正試験地を廃止。

林業試験場四国支場と改称。

高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位置を高知市丸の内 5 （旧農林省高知統

計調査事務所跡）に移す。

高知市朝倉丁91 5（字行宮の森）の新庁舎に移転。

落成式挙行。

麒林 技 官

〝

〝

〝’

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

農林 水 産 技官

後藤 克 人（1947．12．1）

金井 彰（1948．7．16）

佐治 秀 太 郎（1949．9 ．29）

中川 久 美 雄（1952．3．31）

長井 英 照（1954．6．21）

片山 佐

渡辺 録

福田 秀

岩川 盈

奈良 莫

大西

又（1956．4．16）

郎（1959．7．1）

雄（1966．4．1）

夫（19 68．3．23）

（ 19 7 1 ．9 ．1 6 ）

孝（1972．4．1）

森下 義 郎（1973．4．1）

伊藤 敵（198 0．4．1）

〝原 田 恍（1981．4．1）

職員 の 異 動

田志 朗 土 じょう研究室主任研究官

藤散 文 場 長 → 東北支場長

田雅 人 庶務課会計係 → 本場総務部庶務課共済組合給付係

木和 夫 保 護 研 究室 → 関西支場保護部樹病研究室

田洗 支 場 長 一 本場土 じょう肥料科長

尾 光庶務課会計係

川雄 幸 土 じょう研究室主任研究官 一 土 じょう研究室貝
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林業 試 験 場 四 国 支 場 機 構

一課長補佐 斎 藤 五 郎

庶務 係

係長

会計 係

係長

用度主任

主任研究官

庶務 課

課長 推橋 勝

桐査 壷

室長 中平 幸助

経営 研 究 室

室長 都築 和夫

造林 研 究 壷

室長 安藤 貴

巨護研 究 室

室長 越智鬼志夫

車重う研 究 室

室長 井上輝一郎

支場長 原 田 洗

篠井

山本

浜田

高橋

高橋

下

浜

■■■一

中

宮

溝

高

門

高

士
ロ

竺竺［箪

山

田

浦

尾

本

渕

橋

田

（ 56年 9 月 1 日現在）

徳男

加代

先子（併）

出世（併）

来見男（併）

歌子

先子

秀司

光

倫仁

照江

出世

良夫

橋来見男

田実（併）

竹和 夫

田実

本知 子

｝竹 内 郁 雄

一中 平 幸 助（併）

叫宮 本 倫 仁（併）

仰仙 叫一五十嵐 豊

主任研究官

［
岩川 雄 幸

吉田 桂 子
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